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令和７年度　米軍機の航空機騒音発生状況等の概要について 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
１　要旨 

　令和７年度の米軍機の航空機騒音発生状況は次のとおりである。 

 

２　現状・背景 

岩国基地への米空母艦載機移駐完了（平成 30 年３月）後の県内への影響を確認するため、移

駐完了前後の騒音発生状況を半年ごとに取りまとめている。 

 

３　概要 

(1) 集計対象 

国設置の騒音測定器における航空機騒音（70dB 以上）の発生状況 

 

(2) 集計対象期間                              

令和７年４月１日～令和８年３月 31 日 

 

(3) 集計結果 

○　令和７年度の騒音発生回数は、空母艦載機の移駐完了前の平成 29 年度と比べて、比較可
能な６地点合計で、約１．９２倍増加している。 

○　前年度と比較すると、６地点合計で、大きな増減はない。 
 

（中国四国防衛局公表資料を基に作成。欠測期間を含む場合がある。） 

 
 
 
 
 

資料番号  地域８

※次の測定地点・期間においては、測定器の異常により欠測とされている。 

R6 年度下半期　江田島市沖美（11 月 29 日～12 月５日） 

令和８年５月 19 日 
課　名　地域政策局国際課 
担当者　課長　大小田（おおこだ） 
内　線　2358
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４　参考（市町からの米軍機低空飛行の目撃情報） 

(1) 年度別（期別）推移 

令和７年度の低空飛行訓練等による目撃実日数は 228 日、目撃件数は 1,522 件で、対前年度

比で目撃実日数（▲６日）、目撃件数（▲275 件）ともに減少した。 
（単位：日、件） 

 

 

 
 

(2) 市町別（令和７年度） 

目撃情報の多くは、岩国基地周辺の廿日市市等の西部地域と訓練空域のある北広島町等の北

部地域である。 

 

 

 

 
 

(3) 曜日別（令和７年度） 

週末・祝日において、延べ 105 件目撃されている。 

 

(4) 時間帯別（令和７年度） 

19 時から７時までの夜間・早朝において、延べ 105 件目撃されている。 
（単位：件） 

 

 

５　今後の対応 

米空母艦載機移駐後、騒音発生回数が大幅に増加するなど、住民生活に多大な影響を及ぼして

おり、引き続き、国等に対し、県民が生活している地域での低空飛行訓練の中止や、騒音被害の

実態把握、被害解消に向けた必要な措置を要請する。

 
曜　日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

祝日 
（月～金 
の内数）

 目撃件数 195件 365 件 333 件 304 件 267 件 23 件 35 件 47 件
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 目　撃 
件　数

13 35 62 159 216 217 144 179 163 98 60 42 34 44 28 10 ６ ４ ８

※ 目撃実日数の合計は、市町間の重複があるため、(1)の目撃実日数 228 日とは一致しない。


